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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力を要する仮名文字の子音部を選択する子音選択キー群の選択情報と、入力を要する
仮名文字の母音部を選択する母音選択キー群の選択情報を、それぞれに取得するキースイ
ッチ手段を介し、そのキースイッチ手段が取得した子音選択情報と母音選択情報を、文字
選択マトリクスの行と列に係る情報として、入力を要する仮名文字を選択するようになす
とともに、
　前記子音選択キー群が子音を選択した後に、選択した子音に係る直音の母音部もしくは
拗音の拗母音部を、前記子音選択キー群とキースイッチ手段を同じくする前記母音選択キ
ー群によって択一選択し、
　かつ、子音選択キー群及び母音選択キー群の各選択機会において、前記キースイッチ手
段における各キーに対し、現在選択可能に割り当てられている各文字要素を、画像表示画
面のアシスト表示領域に、キースイッチ手段のキー配置と各文字要素の配列を対応させて
表示することを特徴とする多ストローク式仮名文字キー入力方法。
【請求項２】
　子音選択キー群が、直音を清音と濁音とに分けて、清音の子音選択キー群を、濁音の子
音選択キー群へシフトするようにした２つの子音選択キー群である請求項１記載の多スト
ローク式仮名文字キー入力方法。
【請求項３】
　入力を要する仮名文字の子音部を選択する子音選択キースイッチ群の選択情報と、入力
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を要する仮名文字の母音部を選択する母音選択キースイッチ群の選択情報を、それぞれに
取得するキースイッチ手段を介し、そのキースイッチ手段が取得した子音選択情報と母音
選択情報を、文字選択マトリクスの行と列に係る情報として、入力を要する仮名文字を選
択するようになした仮名文字キー入力装置において、
　前記キースイッチ手段が、直音の子音を選択する子音選択キースイッチ群と、その子音
選択キースイッチ群が子音を選択した後にキー割り当てが変更され、先に選択された子音
に係る各文字における直音の母音部もしくは拗音の拗母音部いずれかの母音を択一選択す
る母音選択キースイッチ群を備えるとともに、
　子音選択キースイッチ群及び母音選択キースイッチ群の各選択機会において、キースイ
ッチ手段における各キーに対し、現在選択可能に割り当てられている各文字要素を、キー
スイッチ手段のキー配置と各文字要素の配列を対応させて、画像表示画面におけるアシス
ト表示領域に表示してなることを特徴とする多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項４】
　キースイッチ手段は、子音選択状態にある子音選択キースイッチ群にキー入力があると
、この子音選択キースイッチ群を母音選択状態に遷移するとともに、この母音選択状態に
おいて、第１の補助スイッチを介し、子音選択状態に遷移しうるようになしたものである
請求項３記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項５】
　第２の子音選択キースイッチ群は、第１の子音選択キースイッチ群を、第２の補助スイ
ッチを介してシフトモードに移行するとともに、このシフトモードにあるとき、第１もし
くは第２の補助スイッチを介しノーマルモードに移行するようになしたものである請求項
３または４記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項６】
　キースイッチ手段は、文字入力専用の１０個のキースイッチ群と、機能スイッチとして
働く２個の補助スイッチからなる、３列４行のマトリクス構造をなしている請求項３～５
のいずれかに記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項７】
　３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段は、周辺に１０個の文字入力用キー
スイッチ群を配置し、中央に２個の補助スイッチを配置するとともに、文字入力用キース
イッチ群の半分を、第１の文字入力用のキースイッチ群とし、他の半分を第２の文字入力
用のキースイッチ群としてある請求項６記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項８】
　キースイッチ手段が、第１及び第２の文字入力用のキースイッチ群の周辺と、機能スイ
ッチの周辺を、囲み線をもって目視的に区分してある請求項７記載の多ストローク式仮名
文字キー入力装置。
【請求項９】
　キースイッチ手段は、第１の文字入力用キースイッチ群と第２の文字入力用のキースイ
ッチ群を、円をなすように円弧状に配列し、その円弧状の第１と第２の文字入力用のキー
スイッチ群の円内に、４個の補助キースイッチを、４方向操作指示をなすキー配列をもっ
て配置してある請求項３～５のいずれかに記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項１０】
　キースイッチ手段は、４方向操作指示をなすキー配列をもって配置した４個の補助キー
スイッチの中央に、５個目の補助スイッチを配置してなる請求項９記載の多ストローク式
仮名文字キー入力装置。
【請求項１１】
　キースイッチ手段は、第１の文字入力用キースイッチ群と第２の文字入力キースイッチ
群を、１列に配置してある請求項３～５のいずれかに記載の多ストローク式仮名文字キー
入力装置。
【請求項１２】
　キースイッチ手段は、第１の文字入力用キースイッチ群と第２の文字入力キースイッチ
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群を、それぞれ一列に直列配置するとともに、その第１と第２の文字入力用キースイッチ
群を並列に配置してある請求項３～５のいずれかに記載の多ストローク式仮名文字キー入
力装置。
【請求項１３】
　第１と第２の文字入力用キースイッチ群が、それぞれに５個のキースイッチをもってな
る請求項３～１２のいずれかに記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項１４】
　キースイッチ手段は、第１、第２の文字入力用のキースイッチ群と補助キースイッチの
各キートップ模様を表示した画像表示画面と、その画像表示画面のキートップ模様を指し
示すポインティング手段とにより、スイッチ機能を達成するようにしてある請求項３～１
４いずれかに記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項１５】
　ポインティング手段が、画像表示画面の前面に設けられたタッチパネルである請求項１
４記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項１６】
　ポインティング手段が、画像表示画面中を移動するカーソルポインターである請求項１
４記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項１７】
　画像表示画面が、キースイッチ手段の選択機会において、そのとき選択可能な文字要素
に係る表示模様を、画像表示画面におけるアシスト領域に表示している請求項１４～１６
のいずれかに記載の多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【請求項１８】
　画像表示画面が、キートップ模様と、そのキートップの選択機会において選択可能な文
字要素を表示するアシスト領域を、オーバーラップさせて表示している請求項１７記載の
多ストローク式仮名文字キー入力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、コンピュータの入力端末や多機能なディジタル装置の入力端末に使用する
多ストローク方式の仮名文字入力方法とその装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータの文字入力装置としてはキーボードが最も入力効率が高く、英数字の入力
においては、１ストローク入力を可能としている。
【０００３】
　その他のディジタル機器やディジタルテレビ、および携帯式電話機の文字入力には、ロ
ータリー選択式の多ストローク入力が採用されている。
【０００４】
　キーボードにおける、仮名文字入力においては、１ストローク式の入力方法によるＪＩ
Ｓカナ入力方法がある。
【０００５】
　その他にも、仮名直接入力方法としては、親指シフト式、タッツチキー式等の２ストロ
ークキー入力方法がある。
【０００６】
　さらに、英数字キーボードを使用して仮名文字を入力する方法として、ローマ字入力方
法がある。
【０００７】
　また、ペンタッチタブレットやタブレット付きモニター画面、およびウインドウ画面等
を利用した五十音図によるタブレット選択方法がある。
　なお、上述のロータリー選択式やＪＩＳカナ入力方法、２ストロークキー入力方法、タ
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ブレット選択方法等の公知の文献は見出されていない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、キーボードにおけるＪＩＳカナ入力方法は、仮名１文字の入力に要するストロ
ーク数は少ないが、選択キーの数が多く、覚え難いと言う難点がる。
【０００９】
　さらに、ＪＩＳカナ入力は、１拍音節をなす拗音に、清音の仮名文字と拗音を示す小文
字の「ゃ」「ゅ」「ょ」を付けて選択するため、２ストロークを要すると共に、小文字の
「ゃ」「ゅ」「ょ」は、キーボード最上段のキーでシフトによって入力されるため、初心
者には入力操作が困難である。
【００１０】
　また、小文字の母音が付される拗音も、小文字の「ぁ」「ぃ」「ぅ」「ぉ」が最上段の
シフトで入力されるので操作し難い。
【００１１】
　この仮名文字における拗音の取り扱いは、ローマ字入力においてもストローク数を増し
、直音の仮名文字が２ストロークのところ、拗音は３ストロークで入力する。
【００１２】
　拗音は、子音を示す１つの英字（アルファベット）と、ＹＡ，ＹＩ，ＹＵ，ＹＥ，ＹＯ
、の英字を繋げて表されるため、キーボード上、Ｅの文字を除いて、他は全て右手のホー
ムポジションよりも上段のところに、Ｙ，Ｕ，Ｉ，Ｏ、が配置され、先頭の子音の英字が
、Ｈ、Ｊ、Ｎ，Ｍ、Ｐ、であると、３ストロークとも右手の操作になり、ホームポジショ
ンを維持してのキーボードタッチが難しくなる。
【００１３】
　また、拗音には、直音の仮名に小文字の母音が付されるものもあり、この場合は、直音
を選択するのに２ストローク、小文字の母音を選択するのに２ストローク要するので４ス
トロークを要することになる
【００１４】
　ここで課題にするストロークは、キー入力の速度を問題とするためのものではなく、１
拍の仮名を選択するのに、選択を要するキーの数を問題にしており、初心者の場合、選択
を要するキーは、キーテーブル上から探しだすキーの数と等しいのである。
【００１５】
　同様に、キーボードにおける、親指シフトやタッチタイプ式は、多くの訓練をして熟練
度が高まると文字入力の速度が高くなることは実証されているが、初心者や、高齢者にお
いてキーポジションの覚えるのに難点がある。
【００１６】
　ローマ字式、親指シフト、タッチタイプは、それぞれに選択キーの数にはさほど差はな
く、初心者や高齢者には覚え難い。
【００１７】
　以上のキーボードとしての仮名文字の入力方法であるが、キーボード自体が両手の指先
で、多数のキーを選択して、選択したキートップを押し下げなければならないという、個
人の運動能力に係る問題点もある。
【００１８】
　一方、仮名文字の入力の要求は、コンピュータの周辺機器としてのみならず、携帯式電
話機や、ファクシミリ装置、音響装置、及び今後普及が確実となるディジタルテレビ装置
等において、確実に高まることが予測され、これらの仮名文字入力部にキーボードをその
まま用いることは、不適当である。
【００１９】
　だが、現在携帯電話に利用されている仮名文字入力の方法は、入力に使用される選択キ
ーの数が少なくすむため、実際の状況に即しているが、将来的に全てのディジタル機器に
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適用できる標準仕様となるには、入力効率があまりにも悪く、単に仮名文字入力を取り敢
えずするために、過渡的に採用されたものとすべきであるが、実際には多くの利用者のあ
ることは事実である。
【００２０】
　この、携帯式電話機の仮名文字入力方法は、電話機に使用される１２個の選択キーでな
るテンキー配列のキースイッチを用いて、仮名文字全部を入力するために、１つのキーを
続けて押す、ローテーション選択方法が用いられ、１つにキーに対して、５個から１３個
の文字や記号（キャラクタ）を割り当ててある。
【００２１】
　このローテーション選択方法では、時間を掛けて文字を拾う感覚で、文字入力を可能と
するが、文章としての文字入力には、将来的にも到底実用になるうる入力方法とはなり得
ない。
【００２２】
　上記ローテーション選択方法では、選択操作と確定操作が別々に行われなければならな
いことが生じるので、（例えば同一キーに配列されている文字が続く場合等）文章として
の文字入力に滞りを生じて入力し難い。
【００２３】
　さらに、この方法は、ローテーションで選択されている文字を、ディスプレイ装置上で
確認しないと正確な確定操作ができないので、ブラインドタッチ（選択キーや選択文字表
示を目視しないで続けて文字入力をする手法）が実質的に不可能である。
【００２４】
　拗音の取り扱いも、特に考慮されておらず、直音の仮名の後に、小文字の母音「ぁ」「
ぃ」「ぅ」「ぇ」「ぉ」、もしくは、小文字の「ゃ」「ゅ」「ょ」を付設している。
【００２５】
　また、小文字の母音「ぁ」「ぃ」「ぅ」「ぇ」「ぉ」および「ゃ」「ゅ」「ょ」は、ロ
ーテーションの後方に設定されており、「ぁ」～「ぉ」が５～１０回目に、「ゃ」～「ょ
」が４～６回目に設定されている。
　そのため、１つの拗音の仮名を入力するには、多大の手間が掛かる。
【００２６】
　この拗音の問題は、日本語としての純粋な「ゃ」「ゅ」「ょ」が付く拗音以外に、最近
外来語の中で使用される片仮名表記の用語に、発音に近い表音表記として多く現れる。
【００２７】
　外来語の片仮名表記は、工業や医療等の学術用語、技術用語、及び商品の名称や、人名
、地名、建造物等の固有名詞に多く使用され、これからのディジタル機器のデータベース
や通信文書、個人情報の管理等に不可欠なデータ入力要素となる。
【００２８】
　本発明は、上述の課題に鑑みなされてもので、電話機のキースイッチと同数の選択キー
を用い、主要直音の清音とそれの拗音を２ストロークで直接入力し、他の濁音及び濁音の
拗音並びに記号等を３ストロークで直接入力しうる、仮名文字の入力方法とその装置を提
供する。
【００２９】
　また、その入力に際して、各選択キースイッチと選択される文字の関係が、最初に選択
される子音のキー群を、誰にでも知られている五十音図と高い相関関係を持たせるととも
に、次に選択される単母音及び拗母音のキー群を、選択キーの図形的配列と関連付けて固
定的に配置し、仮名文字選択に関しては、配置された仮名文字の位置を正確に覚えていな
くとも、五十音図の文字配列と、子音と母音の関係、並びに直音と拗音の関係、及び清音
と濁音の関係に基づき、推測や推定により、適正な対応キーを選択しうるとともに、現在
選択可能なキーに割り当てられた仮名文字及び入力可能な仮名文字を、画像表示画面のア
シスト領域に表示して、一層仮名文字入力を容易にした、仮名文字の入力方法とその装置
を提供する。
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【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明によると、上記課題は、次のようにして解決される。
　（１）入力を要する仮名文字の子音部を選択する子音選択キー群の選択情報と、入力を
要する仮名文字の母音部を選択する母音選択キー群の選択情報を、それぞれに取得するキ
ースイッチ手段を介し、そのキースイッチ手段が取得した子音選択情報と母音選択情報を
、文字選択マトリクスの行と列に係る情報として、入力を要する仮名文字を選択するよう
になすとともに、
　前記子音選択キー群が子音を選択した後に、選択した子音に係る直音の母音部もしくは
拗音の拗母音部を、前記子音選択キー群とキースイッチ手段を同じくする前記母音選択キ
ー群によって択一選択し、
　かつ、子音選択キー群及び母音選択キー群の各選択機会において、前記キースイッチ手
段における各キーに対し、現在選択可能に割り当てられている各文字要素を、画像表示画
面のアシスト表示領域に、キースイッチ手段のキー配置と各文字要素の配列を対応させて
表示することにより。
【００３１】
　（２）上記（１）項記載において、子音選択キー群が、直音を清音と濁音とに分けて、
清音の子音選択キー群を、濁音の子音選択キー群へシフトするようにした２つの子音選択
キー群であることにより。
【００３２】
　（３）入力を要する仮名文字の子音部を選択する子音選択キースイッチ群の選択情報と
、入力を要する仮名文字の母音部を選択する母音選択キースイッチ群の選択情報を、それ
ぞれに取得するキースイッチ手段を介し、そのキースイッチ手段が取得した子音選択情報
と母音選択情報を、文字選択マトリクスの行と列に係る情報として、入力を要する仮名文
字を選択するようになした仮名文字キー入力装置において、
　前記キースイッチ手段が、直音の子音を選択する子音選択キースイッチ群と、その子音
選択キースイッチ群が子音を選択した後にキー割り当てが変更され、先に選択された子音
に係る各文字における直音の母音部もしくは拗音の拗母音部いずれかの母音を択一選択す
る母音選択キースイッチ群を備えるとともに、
　子音選択キースイッチ群及び母音選択キースイッチ群の各選択機会において、キースイ
ッチ手段における各キーに対し、現在選択可能に割り当てられている各文字要素を、キー
スイッチ手段のキー配置と各文字要素の配列を対応させて、画像表示画面におけるアシス
ト表示領域に表示してなることにより。
【００３３】
　（４）上記（３）項において、キースイッチ手段は、子音選択状態にある子音選択キー
スイッチ群にキー入力があると、この子音選択キースイッチ群を母音選択状態に遷移する
とともに、この母音選択状態において、第１の補助スイッチを介し、子音選択状態に遷移
しうるようになしたものである。
【００３４】
　（５）上記（３）または（４）項において、第２の子音選択キースイッチ群は、第１の
子音選択キースイッチ群を、第２の補助スイッチを介してシフトモードに移行するととも
に、このシフトモードにあるとき、第１もしくは第２の補助スイッチを介しノーマルモー
ドに移行するようになしたものである。
【００３５】
　（６）上記（３）～（５）項のいずれかにおいて、キースイッチ手段は、文字入力専用
の１０個のキースイッチ群と、機能スイッチとして働く２個の補助スイッチからなる、３
列４行のマトリクス構造をなしている。
【００３６】
　（７）上記（６）項において、３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段は、
周辺に１０個の文字入力用キースイッチ群を配置し、中央に２個の補助スイッチを配置す
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るとともに、文字入力用キースイッチ群の半分を、第１の文字入力用のキースイッチ群と
し、他の半分を第２の文字入力用のキースイッチ群としてある。
【００３７】
　（８）上記（７）項において、キースイッチ手段が、第１及び第２の文字入力用のキー
スイッチ群の周辺と、機能スイッチの周辺を、囲み線をもって目視的に区分してある。
【００３８】
　（９）上記（３）～（５）項のいずれかにおいて、キースイッチ手段は、第１の文字入
力用キースイッチ群と第２の文字入力用のキースイッチ群を、円をなすように円弧状に配
列し、その円弧状の第１と第２の文字入力用のキースイッチ群の円内に、４個の補助キー
スイッチを、４方向操作指示をなすキー配列をもって配置してある。
【００３９】
　（１０）上記（９）項において、キースイッチ手段は、４方向操作指示をなすキー配列
をもって配置した４個の補助キースイッチの中央に、５個目の補助スイッチを配置してな
る。
【００４０】
　（１１）上記（３）～（５）項のいずれかにおいて、キースイッチ手段は、第１の文字
入力用キースイッチ群と第２の文字入力キースイッチ群を、１列に配置してある。
【００４１】
　（１２）上記（３）～（５）項のいずれかにおいて、キースイッチ手段は、第１の文字
入力用キースイッチ群と第２の文字入力キースイッチ群を、それぞれ一列に直列配置する
とともに、その第１と第２の文字入力用キースイッチ群を並列に配置してある。
【００４２】
　（１３）上記（３）～（１２）項のいずれかにおいて、第１と第２の文字入力用キース
イッチ群が、それぞれに５個のキースイッチをもってなる。
【００４３】
　（１４）上記（３）～（１４）項のいずれかにおいて、キースイッチ手段は、第１、第
２の文字入力用のキースイッチ群と補助キースイッチの各キートップ模様を表示した画像
表示画面と、その画像表示画面のキートップ模様を指し示すポインティング手段とにより
、スイッチ機能を達成するようにしてある。
【００４４】
　（１５）上記（１４）項において、ポインティング手段が、画像表示画面の前面に設け
られたタッチパネルである。
【００４５】
　（１６）上記（３）項において、ポインティング手段が、画像表示画面中を移動するカ
ーソルポインターである。
【００４６】
　（１７）上記（１４）～（１６）項のいずれかにおいて、画像表示画面が、キースイッ
チ手段の選択機会において、そのとき選択可能な文字要素に係る表示模様を、画像表示画
面におけるアシスト領域に表示している。
【００４７】
　（１８）上記（１７）項において、画像表示画面が、キートップ模様と、そのキートッ
プの選択機会において選択可能な文字要素を表示するアシスト領域を、オーバーラップさ
せて表示している。
【発明の効果】
【００４８】
　請求項１に記載の発明によると、入力を要する仮名文字群を、表音される音から、その
音の各種の属性に明確に分類し、その分類に基づいて、子音の種類を入力する子音選択機
会において、清音と濁音において大まかに２分しておき、母音の種類を入力するにおいて
、直音と拗音に分けて、選択を要する要素を、母音の種類の数だけに、少なくして、選択
を容易にすることができる。
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　さらに、子音選択キー群と母音選択キー群を、同じキースイッチ手段を子音選択機会と
母音選択機会に分けて使うので、子音の選択機会においても、母音の選択機会においても
、選択に使用されるキーの数が少なく、選択の容易性が高い。
　また、キーの選択に際して、子音選択キー群及び母音選択キー群の各選択機会において
、現在選択可能に割り当てられている各文字要素が、画像表示画面のアシスト表示領域に
、キースイッチ手段のキー配置と各文字要素の配列を対応させて、具体的に選択目標文字
をもって表示することができるので、操作をするキーの選択を容易にすることができる。
【００４９】
　請求項２に記載の発明によると、最初の子音の選択機会において、清音と濁音に分ける
と、清音と濁音は、子音に濁りの有無で分けるため、その分け方の境界が分かり易く、選
択の容易性が高い。また、次に母音の選択機会において、直音と拗音に分けるのため、直
音と拗音は、選択目的の仮名文字の音から、誰でも容易に分けることができるので、選択
の容易性が高く、最後に、母音の選択機会においては、選択する択一要素が母音の数の５
通りしかないので、この選択機会でも、選択の容易性が高く、かつ母音の選択機会は、直
音と拗音に分けてキー選択が行われるので、出現頻度の高い直音の母音選択機会は多く、
かつ選択するキーの数は５個しかないので、覚え易く、しかも拗音の母音のキーを、直音
の母音のキーと対称的に配置すると、直音で覚えた母音のキーの配置が、拗音のキーの配
置に反映されて、さらに選択の容易性を高めることができる。
　さらに、子音選択キー群と母音選択キー群を、同じキースイッチ手段をノーマルモード
とシフトモードとに分けて使うので、子音の選択機会においても、母音の選択機会におい
ても、選択に使用されるキーの数が少なく、選択の容易性が高い。
【００５０】
　請求項３に記載の発明によると、入力を要する仮名文字を選択するキースイッチ手段が
、子音部の選択情報を取得するキースイッチ群と、母音部の選択情報を取得するキースイ
ッチ群に分けて、仮名文字を選択する選択情報を取得し、かつ清音の子音を選択する第１
の子音選択キースイッチ群と、濁音の子音を選択する第２の子音選択キースイッチ群とに
分けて、子音部の選択情報を取得し、さらに、直音の母音部を選択する第１の母音選択キ
ースイッチ群と、拗音の母音部を選択する第２の母音選択キースイッチ群とに分けて、母
音部の選択情報を取得するため、子音部と母音部の情報取得には、後先の時間差を設ける
ことができ、かつ清音と濁音、直音と拗音は、それぞれが２者択一要素であるから、選択
系を別々に分けることができ、そのため、１組のキースイッチ群を、ノーマルモードとシ
フトモードすることにより２つの選択系を作り、かつその１つのキースイッチを、時間差
を設けて２つのキースイッチ群として使うことにより、１つのキースイッチ群を４つの情
報取得機会に転用可能となり、大幅にキースイッチの数を少なくすることを可能とする。
　さらに、子音選択キー群と母音選択キー群を、同じキースイッチ手段を子音選択機会と
母音選択機会に分けて使うので、子音の選択機会においても、母音の選択機会においても
、選択に使用されるキーの数が少ない、簡素な仮名文字入力装置が提供できる。
　また、キーの選択に際して、子音選択キー群及び母音選択キー群の各選択機会において
、現在選択可能に割り当てられている各文字要素が、画像表示画面のアシスト表示領域に
、キースイッチ手段のキー配置と各文字要素の配列を対応させて、具体的に選択目標文字
をもって表示することができるので、操作性の高い、使いやすい仮名文字入力装置が提供
できる。
【００５１】
　請求項４に記載の発明によると、先に選択機会を与えられた子音選択キースイッチ群を
、それのキー入力を転換機会として、後から選択機会を設ける母音選択キースイッチ群に
時間差を設けて転用し、かつ母音選択機会でキー入力のない場合でも、後から転用した状
態を、強制的に前に戻すのに１個の補助スイッチ用い、キースイッチ群の利用効率を高め
ている。
【００５２】
　請求項５に記載の発明によると、第１の子音選択キースイッチ群を、１つの補助スイッ
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チを用いて、シフトモードに移行させて、別な選択系を作り、キースイッチの利用効率を
高めている。
【００５３】
　請求項６に記載の発明によると、キースイッチ手段が３列４行のマトリクス構造をなす
ことにより、文字入力装置としての汎用性が高まるとともに、既製の電子機器に使用され
ているテンキースイッチに、本発明を容易に適用できる。
【００５４】
　請求項７に記載の発明によると、キースイッチ手段が、文字入力用のキースイッチ群を
周辺に、機能スイッチの働きをする補助スイッチを中央において、文字入力キースイッチ
群のキー番号配列を分かり易くするとともに、文字入力用キースイッチ群を２つに分けて
、キー番号の並びを、左から右に昇順に並ぶようにし、そこに割り当てられる母音の並び
の方向性と、キー番号の並びの方向性の整合性をとり、キー操作の容易性を高めている。
【００５５】
　請求項８に記載の発明によると、３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段に
、第１および第２の文字入力用キースイッチ群を明示する、囲み線を設けることにより、
キー操作の操作性を高める。
【００５６】
　請求項９に記載の発明によると、第１と第２の文字入力用キースイッチ群を、真円をな
す円型に並べて、中央部に空間を作ることにより、その空間に４方向操作指示をなす４個
の補助スイッチを配置することができるとともに、円型をなす文字入力用のキースイッチ
の並びは、キートップの空間的配置の規則性を高めて、キー操作の操作性を高める。
【００５７】
　請求項１０に記載の発明によると、４方向操作指示をなす４個の補助スイッチの中央に
、５個目の補助スイッチを有することにより、５個目の補助スイッチを、特定の機能に占
有されることのない、自由な機能に割り付けることができ、このキースイッチ手段を、多
機能スイッチ群として仮名文字入以外に利用できる。
【００５８】
　請求項１１に記載の発明によると、キースイッチ手段のキートップを１列にすることに
より、面積利用効率の高いキースイッチ手段を構成することができるとともに、液晶表示
画面に表示させても、場所をとらないとともに、ペンタッチなどの操作が、一列並びであ
るから、操作し易い。
【００５９】
　請求項１２に記載の発明によると、第１と第２の文字入力用キースイッチ群を、２列に
並べてあるので、長手方向の長さが短くなり、ペン操作のペンの移動距離が少なくなり、
操作性を高めることができる。
【００６０】
　請求項１３に記載の発明によると、第１と第２の文字入力用キースイッチ群を５個にす
ることにより、５の数が、１と５が右端と左端の両端として、３が真ん中、２が右の中、
４が左の中として、位置や触覚及び動作イメージとして、記憶したり、手の動作で覚えた
りできる。
【００６１】
　請求項１４に記載の発明によると、画像表示画面とポインティング手段により、キース
イッチ手段を構成すると、ハードウエアとしてのスイッチ部材を必要としないので、既存
の電子機器に容易に適応できる。
【００６２】
　請求項１５に記載の発明によると、ポインティング手段をタッチパネルとすると、先の
細いペンを用いることができるので、キートップ模様を小さくして、操作範囲の小さいキ
ースイッチ手段を構成できるとともに、逆にキートップ模様を大きくして、指先もしくは
手のひらで操作できるキースイッチ手段を構成することもできる。
【００６３】
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　請求項１６に記載の発明によると、画像表示画面と離れた位置からキー操作が可能な、
キースイッチ手段を構成できる。
【００６４】
　請求項１７に記載の発明によると、キー入力操作をアシスト（補助）する表示を、画像
表示画面に表示させるので、キー入力操作の操作性が高くなる。
【００６５】
　請求項１８に記載の発明によると、キー操作を行うキートップ模様上に、入力を目的と
する仮名文字に係る選択情報が表示されるので、キー入力操作の操作性が高くなるととも
に、入力しようとするキャラクタの属性で弁別できない記号や英字が割り当てられている
キートップ上に、目的のキャラクタの図形が表示できるので、選択の容易性が高まる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６６】
　以下、本発明の実施形態を、添付図面を参照して説明する。
【００６７】
　本発明は、仮名文字に固有する複数の属性に基づき、子音と母音の組み合わせを、整理
分類し、かつ古来からある五十音図に基づき、キー配列に割り当てる子音と母音の順序を
定める等して、推理や推定および確定している部分からす連想する等して、選択容易性の
向上と、連想記憶による学習の容易性を計るものである。
【００６８】
　本発明の実施態様の説明の前に、本発明の重要な要素をなす、仮名文字を分類する複数
の属性について考査する。
【００６９】
　１つの仮名文字は、１拍１音節の音からなり、この音は、子音と母音に分けることがで
きる。
【００７０】
　仮名文字の音の分け方には、清音と濁音がある。
　清音と濁音は、仮名の発音を子音と母音に分けたとき、子音に濁りの無い音を清音とし
、子音に濁りの有るものを濁音とし、母音の持つ属性には係わりなく分類される。
【００７１】
　仮名文字の音の別な分け方には、直音と拗音がある。
　直音は、拗音、促音以外の音と定義されている（広辞苑）。
【００７２】
　促音は、語の途中、もしくは語尾において、つまる音またはつめる音で、小文字の「っ
」１音節で表される。
【００７３】
　拗音は、小文字の「ゃ」「ゅ」「ょ」を、他の仮名の後に添えて表される、１音節の仮
名であるとも定義されている（広辞苑）。
【００７４】
　日本語としての拗音の定義は、上記のものとして、仮名の後に小文字の添え字を表記し
て、１拍１音節のなす表記は、他にも多々存在する。
【００７５】
　例えば、外来語のカタカナ表記の語には、「ゃ」「ゅ」「ょ」以外の「ぁ」「ぃ」「ぅ
「ぇ」「ぉ」の小文字の添え字を付した１拍１音節の文字が頻繁に用いられている。
【００７６】
　次に示す表１～表１５は、直音とみなされるる仮名を基に、それの拗音として小文字を
添えて表記しうる１音節の音を、網羅した表である。
【００７７】
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【表１】

【００７８】
【表２】

【００７９】
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【表３】

【００８０】
【表４】

【００８１】
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【表５】

【００８２】
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【００８５】
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【００８７】
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【００８９】
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【００９１】



(18) JP 4288479 B2 2009.7.1

10

20

30

40

50

【表１５】

【００９２】
　上記表１～表１５は、第１行目に、直音の各仮名を、各子音毎に五十音図様に、各母音
「あいうえお」（以下この母音を単母音とする）順に示し、２行目以下に、次の手順で拗
音を作成していく。
【００９３】
　なお、この発明における拗音の解釈は、日本語における本来の拗音の解釈とは異なるも
のとしておく。
【００９４】
　２行目には、１行目、１列目の母音「あ」の仮名を先頭にして、その仮名の後に、各列
（段）の単母音を重ねて、各列を埋めていく。
【００９５】
　各表の音の表記において、単母音をなす「あ」は「Ａ」、「い」は「Ｉ」、「う」は「
Ｕ」、「え」は「Ｅ」、「お」は「Ｏ」と表記する。
【００９６】
　３行目には、１行目、２列目の母音「い」の仮名を先頭にして、その仮名の後に、各列
の単母音を重ねて、各列を埋めていく。
【００９７】
　同様に、４行目から６行目についても、順次に、１行目の３列目、４列目、５列目の音
を、それぞれ先頭にして、その音の後に、各列の単母音を重ねて、各列を埋めていく。
【００９８】
　表１は、１行目が単母音であり、２行目から６行目において、この単母音の後に重ねら
れるのも単母音であるから、２行目から６行目は２重母音で１音が構成される。
【００９９】
　表２～表１５までは、各表の１行目に、「か」「さ」「た」「な」「は」「ま」「や」
「ら」「わ」「が」「ざ」「だ」「ば」「ぱ」を、行の先頭とする仮名を配列し、これら
の各１行目をなす仮名群は、予め拗音を形成する基の音をなすことから、拗音ではない音
、即ち直音である。
【０１００】
　上記各表は、表１と同様に、１行目の仮名を、１列目から順次に、２行目以降各行に配
置し、かつ各行に配置された仮名の後に、表１の１行目各列の単母音を重ねて構成される
。
【０１０１】
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　表２以降は、１行目の直音をなす仮名が、すでに子音に単母音を重ねてあるので、２行
目から５行目において、その仮名の後に、再度単母音を重ねると、表１の２行目以降と同
様に母音部は２重母音を形成する。
【０１０２】
　各表において、後から重ねる単母音は、かな表記において、小文字の「ぁ」「ぃ」「ぅ
」「ぇ」「ぉ」で表している。
【０１０３】
　各表において、左側に付した◎、○、△は、拗音、または拗音と同様に、電子機器（パ
ソコンやワードプロセッサ）等では実際に使用されている仮名を、１行中全て含むものを
◎、１行中１つだけ欠けるものに○、１行中１つだけ含むものに△を、それぞれに付設し
て示している。
【０１０４】
　注目するのは、表８のや行と表１０のわ行を除く各表の３行目には、全て◎が付いてい
ることであり、前記や行とわ行の表には、いずれの記号も無いことである。
【０１０５】
　さらに注目するのは、◎印の付いた各行において、英字表記の母音記号の部分を見ると
、表１の３行目の２重母音と同じ構造をしている。
【０１０６】
　この表１の３行目の２重母音の音を発音してみると、その音は、表８の１行目のや行の
直音と対応が得られることがわかる。
　即ち、「いぁ」は「や」と、「いぅ」は「ゆ」と、「いぉ」は「よ」とそれぞれ音が対
応する。
【０１０７】
　このことは、表１０のわ行についても同様に、表１の４行目と対応があり「うぁ」は「
わ」と、「うぉ」は「を」と音が対応する。
【０１０８】
　表１の単母音によって作られた２重母音は、この表が１行目を直音とし、２行目以降を
拗音として作成したものであるから、母音の拗音とすることができ、この２重母音の母音
部を、本発明においては拗母音とする。
【０１０９】
　そして、表８、表１０を除く表２～表１５の各３行目は、１行目の直音の子音に、表１
の３行目の拗母音（い行拗母音とする）を付けたものとして表すことができる。
【０１１０】
　これにより、表８、表１０を除く表２～表１５の各１行目の直音の集まりと、同じく各
３行目の拗音の集まりとは、選択を要する仮名文字群を形成しており、この仮名文字群は
、子音部が何であるかに係わりなく、母音部が単母音か拗母音かによって、直音と拗音と
に、分けることが可能であることを示している。
　なお、上記仮名文字群には、促音の「っ」と、撥音「ん」は含まれていない。
【０１１１】
　なお、表８の直音や行と、表１０の直音わ行は、表１の３行目のい行拗母音と、う行拗
母音とするべきであるが、古来から有る五十音図に基づき、拗音の無い直音のみのや行と
わ行の仮名（音）として、選択を要する仮名文字群に含めて、以下取り扱うものとする。
【０１１２】
　また、◎印を付した表８、表１０を除く表２～表１５の各３行目は、各１行目の直音と
、全て対応があることから、本発明において取り扱う拗音は、◎を付した３行目の集まり
とする。
【０１１３】
　ただし、は行の第４行目「ふ」行に係る拗音は、出現頻度の多い文字なので、別途例外
として考慮する。
【０１１４】



(20) JP 4288479 B2 2009.7.1

10

20

30

40

50

　また、◎印の付いた表１３の「だ」行の５行目や、○や△を付した行に含まれる拗音の
取り扱いは、例外として、小文字の「ぁ」「ぃ」「ぅ」「ぇ」「ぉ」、または「ゃ」「ゅ
」「ょ」を付した２文字の仮名文字として入力するようにする。
　さらに、上述の促音の「っ」と、撥音「ん」は、仮名文字として特定の属性で分類する
ことなく、「、」「。」等と同等の記号文字として取り扱う。
【０１１５】
　以上の如く、直音と拗音は、子音部が清音か濁音かに係わりなく、母音部が単母音でな
るものを直音、母音部が拗母音でなるものを拗音として、分類することができる。
【０１１６】
　以下本発明は、直音と拗音を、明確に分離分類することにより、それと相まって、清音
と濁音の分類、子音と母音の分類に基づき、仮名文字を入力する。
【実施例１】
【０１１７】
　図１と図２は、本発明方法の第１の実施要領を示すものである。
【０１１８】
　図１は、仮名文字の選択入力要領の概念図を示し、図２は、図１の概念図をより具体的
に示した文字選択マトリクスである。
【０１１９】
　(１)は、選択を要する仮名文字群全体の領域を表し、この仮名文字領域(１)は、清音領
域(２)と濁音領域(３)に分けられる。
【０１２０】
　清音領域(２)と濁音領域(３)は、子音が先に選択される要素であることから、先に選択
される第１子音選択キー群(４)と、第２子音選択キー群(５)に割り当てられる。
【０１２１】
　清音は、仮名の基本形で五十音図と一致するとともに、仮名文字としての出現頻度の大
きいことから、常に優先するノーマルモードによって形成される、第１子音選択キー群(
４)に割り付ける。
【０１２２】
　清音と濁音を比較すると、清音に濁りを付けたのが濁音であることから、濁音は、清音
の子音部を変えることなく共通に使用しうるので、濁音領域(３)は、清音に対して濁音で
あるとするシフト操作などの濁音要素を付加したものとして、ノーマルモードとして優先
する第１子音選択キー群(４)に対して、それのシフトモードとして従属する第２子音選択
キー群(５)に割り付ける。
【０１２３】
　なお、本発明においては、第１子音選択キー群(４)と第２子音選択キー群(５)を、ハー
ドウエアとして別々とした２つの選択キースイッチ群で構成するこも、可能であるが、両
子音選択キー群(４)(５)の間で、同時に択一選択を行う必要性が全くないので、大きな効
果は得られない。
【０１２４】
　ただし、第１と第２の子音選択キー群(４)(５)を、別々とした２つの選択キースイッチ
群で構成すると、両者はともに、択一選択機会を同じくするので、濁音領域(３)を指示す
る１ストロークが少なくなる効果はあるが、選択キーの数が倍になって選択し難くなる。
【０１２５】
　次に、清音領域(２)または濁音領域(３)のいずれかで、選択目標の仮名文字の子音部が
選択されると、その仮名文字が直音領域(６)と拗音領域(７)によって、直音であれば第１
母音選択キー群(８)で、拗音であれば第２母音選択キー群(９)で、直音と拗音によって別
々の母音が選択される。
【０１２６】
　母音部は、直音領域(６)を割り当てた第１母音選択選択キー群(８)によって、単母音(1
0)が選択され、拗音領域(７)を割り当てた第２母音選択キー群(９)によって、拗母音(11)
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が選択される。
【０１２７】
　図２に示す如く、子音を入力する前記第１と第２の子音選択キー群(４)(５)の選択情報
と、母音を入力する前記第１と第２の母音選択キー群(８)(９)の選択情報は、行列に配列
された文字選択マトリクスに入力されて、選択を要する目的の仮名文字が選択されるよう
になっている。
【０１２８】
　さらに、ノーマルモードをなす第１子音選択キー群(４)は、択一選択待ちの第１選択状
態(4a)において、択一選択を終了すると、第２選択状態(12)に遷移するようになっている
。
【０１２９】
　なお、シフトモードにおける第２子音選択キー群(５)においても、それの択一選択待ち
の第１選択状態(5a)において、択一選択を終了すると、第２選択状態(12)に遷移するよう
になっている。
【０１３０】
　上記ノーマルモードとシフトモードの関係は、ハードウエア的に、キースイッチ群が出
力する情報の上位ビットシフトするように働かせ、文字選択マトリクスへ入力する情報の
行列に係る方向性は変化させないものとする。
　なお、ノーマルモードからシフトモードに移行させるには、１つの機能スイッチを必要
とする。
【０１３１】
　また、第１選択状態(4a)(5a)から第２選択状態(12)への遷移は、ハードウエア的に、キ
ースイッチ群が出力する情報のラインを切り換えて、文字選択マトリクスに入力する情報
の行列に係る方向性を変化するものとする。
【０１３２】
　本発明の好ましい実施例においては、第１と第２の子音選択キー群(４)(５)は、第１選
択状態(4a)(5a)において、子音部の選択を終了すると、第２選択状態(12)に遷移させるの
がよい。
【０１３３】
　第１選択状態(4a)においてノーマルモードをなす第１子音選択キー群(４)は、前述のよ
うに、１０個のキースイッチを具備しているから、第２選択状態(12)においては、その１
０個のキースイッチを５個ずつに分けて、第１選択グループ(13)と第２選択グループ(12)
を形成し、両選択グループ(13)(12)を、２つの５者択一選択キースイッチとして使用する
。
【０１３４】
　これにより、モード切り換えようの機能スイッチと、文字入力用の１０個のキースイッ
チとの、最小限１１個のキースイッチ群で、五十音図通りの清音と、その清音を基にした
濁音と、それら清音と濁音の拗音を、清音領域(２)が２ストロークで、濁音領域(３)が３
ストロークで選択できる。
【０１３５】
　図２において、子音、単母音、拗母音として示されるアルファベットは、それらのコー
ドが入力されたり、データとして使用され、データとして送られたりするものではなく、
表１から表１５に対応させて、子音、単母音、拗母音には、それらアルファベットで表記
されるパラメータや因子を含むことを示している。
【０１３６】
　また、子音と母音により、文字選択マトリクスで索引される個所において、仮名文字以
外の記号、アルファベット等は、参考までに表記してあり、空白部は未定義である。
【０１３７】
　図３と図４は、本発明方法とは異なる他の分類方法を示すものであるが、本発明と関連
するので以下に説明しておく。
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【０１３８】
　図３は、仮名文字の選択入力要領の概念図を示すし、図４は、図３の概念図をより具体
的に示した文字選択マトリクスである。
【０１３９】
　図３と図４は、図１と図２に示す清音領域(２)と濁音領域(３)を、第１と第２の母音選
択キー群(８)(９)の方に割り当て、直音領域(６)と拗音領域(７)を、第１と第２の子音選
択キー群(４)(５)の方に、割り当てた、本発明とは異なる文字選択マトリクスの例を示す
。
【０１４０】
　なお、図中同じ内容を示すものについては、同一符号を付して、それの詳細な説明は省
略する（以下の各実施例についても同様である）。
【０１４１】
　図１、図２に示す本発明においては、前記のように１０個のキースイッチと、１個の機
能スイッチにより、図２に示す文字選択マトリクスに配列された仮名文字が、選択しうる
ようになっている。
【０１４２】
　選択を要する仮名文字の数に比べて、入力に使用するキースイッチの数が少ない場合、
選択を要する文字の情報を入力するキー選択機会において、各キーにどの様な選択要素が
割り当てられているか、不明となることが多い。
【０１４３】
　本発明においては、後述する１～０（１０）のキー番号を付されたキースイッチが、ノ
ーマルモードにおける子音選択機会と、シフトモードにおける子音選択機会において、そ
れぞれに子音の情報を入力する２つの選択機会を作っている。
【０１４４】
　また、子音選択後に、ノーマルモードにおいて母音の情報を入力する母音選択機会と、
シフトモードにおいて母音の情報を入力する母音選択機会との、２つの選択機会を作って
いる。
【０１４５】
　この４つの選択機会においては、それぞれの選択機会毎に、１０個のキースイッチが入
力を待っていることになる。
【０１４６】
　最初の選択機会となるノーマルモードの子音入力機会においては、入力を要する仮名文
字が、図１と図２の場合には、清音か濁音かが、まず最初に判断され、濁音である場合に
は、機能スイッチによりシフトモードにシフトされる。
【０１４７】
　また、図３と図４の場合には、直音か拗音かが、まず最初に判断され、拗音である場合
には、機能スイッチにより、シフトモードにシフトされる。
【０１４８】
　次に、子音の情報をキー入力する入力機会におけるノーマルモードおいては、図２の清
音領域(２)、および図４の直音領域(６)において、各キースイッチのキー番号には、その
キー番号に対して昇順に、五十音図の「あ」段各仮名文字が対応するように、子音が配置
されている。
　例えば、キー番号１～０の順に、「あかさたなはまやらわ」の順に、各子音を配置して
ある。
【０１４９】
　シフトモードにおいても、図２の濁音領域(３)、および図４の拗音領域(７)の各キース
イッチのキー番号には、ノーマルモードにおいて配置した子音と対応した子音が配置され
ている。
【０１５０】
　ただし、本発明の図２においては、清音の行より濁音の行が少ないので、清音の子音と
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対応のないキー番号の所には適宜の行を配置することができる。
　例えば、キー番号５には、例外とする「ふ」行を、キー番号７には、半濁音の「ぱ」行
を配置してある。
【０１５１】
　図２、図４ともキー番号１には、「あ」行を配置してあるが、この「あ」行は、本来母
音であるので、子音も濁音もない。
【０１５２】
　しかし、図２、おいては濁音の所に、図４においては、拗音の所に、小文字の「ぁぃぅ
ぇぉ」を選択しうるように配置してあり、母音の選択に関しては、文字の大小の関係で、
互いに関連させてある。
【０１５３】
　また、図２におけるノーマルモードのキー番号８の「や」行は、拗音領域(７)において
、小文字の「ゃ」「ゅ」「ょ」が、互いに文字の大小関係で関連付けされて配置されてい
る。
【０１５４】
　同様に、図４においけるノーマルモードのキー番号８の「や」行は、シフトモードの拗
音領域(７)で、互いの文字の大小関係で関連付けされている。
【０１５５】
　以上のように、図２及び図４に示す如く、最初の子音の選択においては、第１の子音選
択キー群(４)のノーマルモードにおいて、五十音図の「あ」段の仮名文字の配列を知るこ
とにより、どのキー番号にどの子音が割り付けられているかが推測、または推定もしくは
類推、連想することができる。
【０１５６】
　また、図２および図４の第２子音選択キー群(５)のシフトモードにおける子音の割付は
、図２の濁音領域(３)においては、入力目的の濁音の子音から、清音の子音と同じキー番
号を推測または推定し、図４の拗音領域(７)においては、入力目的の拗音の子音から、直
音と同じキー番号を推測または推定することができる。
【０１５７】
　図２、図４ともに、第１母音選択キー群(８)および第２母音選択キー群(９)の母音入力
機会においては、キー番号１～５、キー番号６～０、それぞれ昇順に、単母音(10)と拗母
音(11)とが、主要母音部「あいうえお」を対称的に配置させて、割り付けられている。
【０１５８】
　この、単母音(10)と拗母音(11)の配置は、全ての仮名文字の母音入力機会について不変
であり、覚えるのも容易であるとともに、母音の配列順序は、五十音図の「あ」行と同じ
である。
【０１５９】
　五十音図に関しては、日本語を母語する者にとっては、「あ」段の子音配列も、「あ」
行の母音配列も、既知である。
【０１６０】
　以上のことから、入力目的の仮名文字が決まると、子音の種類と、母音の種類と、清音
、濁音、直音、拗音の各属性を知ることにより、全ての仮名文字を入力することができる
。
【０１６１】
　この、入力目的の仮名文字を各属性に分けることは、日本語を母語する者にとっては極
めて容易である。
【０１６２】
　このように、本発明においては、入力目的の仮名文字の子音と母音を入力する選択機会
において、清音、濁音、直音、拗音に応じたキーの入力領域を選択しながら、子音と母音
の種類に該当するキーを入力することにより、入力を要する仮名文字が容易に入力できる
ようになっている。
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【実施例２】
【０１６３】
　図５は、図１に示す第１の実施要領に基づいて構成された、図２に示す文字選択マトリ
クスの変形例を示すものである。
【０１６４】
　図２においては、五十音図に基づいて、キー番号１の所には、母音「あ」行が割り当て
られていた。
【０１６５】
　しかし、図５においては、母音は、本来子音の要素を持たないので、キー番号１～０の
中には含めないようにし、別のグループのキー、例えば機能キーとしても操作しうる補助
キー(Ｓ1)に割り付けるようにする。
【０１６６】
　この補助キー(Ｓ1)は、第１子音選択キー群(４)においては、キー番号１１の所に配置
され、文字入力に際しては、他の選択キー群のスイッチと同等に扱われる。
【０１６７】
　補助キーとしては、前記した第１子音選択キー群(４)を、ノーマルモードからシフトモ
ードにシフトするとき操作する、前記機能キースイッチに該当する別の補助キー(Ｓ2)が
ある。
【０１６８】
　これにより、図５の文字選択マトリクスは、文字入力を専用とする１０個のキースイッ
チと、機能キースイッチをなす２個の補助キー(Ｓ1)(Ｓ2)とによる、１２個のキースイッ
チ群により、文字入力の操作が行われるようになる。
【０１６９】
　文字入力専用の１０個のキースイッチ群は、キー番号１～９の順に、「か」行から順に
「わ」行までの子音が割り付けられている。
【０１７０】
　清音領域(２)におけるキー番号０には、一般に半濁音とする「ぱ」行が割り付けられて
いる。
【０１７１】
　本発明においては、「ぱ」行は、「は」行の子音とは異なる子音を持つ独立した清音か
らなるものとする。
【０１７２】
　すなわち、「ぱ」行は、表１５に示す如く、直音と拗音の構成においても、他の直音と
拗音の構成に対して、何ら異なる要件を持たない。
【０１７３】
　この、従来半濁音とする「ぱ」行を、清音領域(２)に含めることにより、選択を要する
仮名文字を、清音と濁音に分けるのに、例外となるものがなくなる。
【０１７４】
　このことは、仮名文字を清音と濁音に分けるに際して、この文字は、濁音でないから清
音であるとする分け方が、比較する濁音の数が少ないこと、および濁音には特異性がある
ことから、直感的に行われて、判断が速い。
【０１７５】
　この際に、例外となるものがある場合は、その例外の要件を満たすか否かを、別に考慮
しなくてはならないので、判断が煩雑になる。
【０１７６】
　次に、濁音領域(３)を、第１子音選択キー群(４)のシフトモードに設定することにより
、かつ図２では先頭の「あ」行であったものを、図５では、補助キー(Ｓ1)で選択するよ
うにすることにより、キー番号６～０の行に、仮名文字としては未定義となる空き行がで
き、この空き部分に、数字、記号、英字などを設定することができる。
【０１７７】
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　また、清音領域(２)において、「な」行が設定されているキー番号４の行は、「な」行
には濁音がないので、濁音領域(３)のキー番号４の行は、本来未定義となるが、この行に
は、「ふ」の子音（ダミー）を設定しておき、拗音領域(７)において、表６の４行目にお
いて◎を付した「ふぁ」行の拗音を入力できるようにしてある。
【０１７８】
　この場合は、前述の例外を少なくするとすることに、反するが、この例外は、通常の入
力操作において、この濁音領域(３)のキー番号４に「ふぁ」行の拗音が設定されているこ
とを知らなくとも、他の仮名文字の入力操作における操作の妨げにはならない。
【０１７９】
　コンピュータ用語や、その他の分野における技術用語などを使用する文章の入力におい
ては、「ふぁ」行の拗音が多く出現するので、濁音領域(３)のキー番号４に「ふぁ」行の
拗音が設定されていることを知ることにより、利便性が向上する。
【０１８０】
　文字入力用の補助キー(Ｓ1)は、子音入力待ち状態をなす第１選択状態(4a)における清
音領域(２)でオンすると、ダミーの子音が入力されたものとして、第２選択状態(12)に進
み、ここで、直音領域(６)の各母音に応じたキー番号１～５に応じて母音が選択される。
【０１８１】
　第２選択状態(12)の拗音領域(７)においては、「あ」行の母音には、仮名文字として入
力するべき拗母音がないので、そこには、「。」「、」「・」「SP」（スペース）等の仮
名文字以外の必要記号を設定する。
【０１８２】
　前記濁音領域(３)のキー番号４の行には、促音「っ」、撥音「ん」が設定されている。
【０１８３】
　また、濁音領域(３)の補助キー(Ｓ1)には、小文字の「ぁぃぅぇぉ」が設定されている
。
【０１８４】
　その他の空白部は、未定義でどのような文字や記号等を設定してもよいが、無関係に未
定義部分を埋めても、それを選択するのに関連付けができないと実質的に選択に使用でき
ないので、未定義のままにしておく方が誤入力を少なくする。
【実施例３】
【０１８５】
　図６は、図５の文字選択マトリクスの入力に適した、１２個のキースイッチ群からなる
キースイッチ手段（15A）の実施態様の１例を示すものである。
【０１８６】
　キースイッチ手段(15A)は、３列４行のマトリクス構造、通称テンキー配列の構造に、
複数個のキースイッチ(16)を配列してある。
【０１８７】
　この３列４行からなるマトリクス配列のキースイッチ手段(15A)は、携帯電話やパソコ
ン、その他あらゆる電子機器端末の数字入力に利用されている汎用構造をなしている。
【０１８８】
　本発明において、キースイッチ手段(15A)における３列４行のマトリクス構造をなすキ
ー配列は、従来と同様としてあるが、各キースイッチ(16)へのスイッチ番号の振り方や補
助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)をなす２個の機能スイッチの位置等は、後述する本発明の実施
要領に応じて、割り当ててある。
【０１８９】
　３列４行からなるマトリクス構造のキースイッチ手段(15A)は、１０個の文字入力用キ
ースイッチ群(17)と、２個の補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)とからなる、１２個の各キース
イッチ(16)の集まりでなりる。
【０１９０】
　補助キー(Ｓ1)(Ｓ2)は、３列４行のマトリクス構造における２列目の２行目と３行目に
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設けられる、各キースイッチ(16)全体から見て、中央となるものに割り当ててある。
【０１９１】
　補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)は、操作者に分かり易く、かつ機能区分を明瞭にするため
、囲み線(18)で囲んであり、文字入力用キースイッチ群(17)の外周も囲み線(19)で囲んで
ある。
【０１９２】
　また１列目と３列目の上下中央には、分離線(20)を引いて、第１の文字入力用キースイ
ッチ群(17a)と第２の文字入力用キースイッチ群(17b)とを、目視的に分けてある。
【０１９３】
　なお、以下の説明においては、第１の文字入力用キースイッチ群(17a)を、上方の文字
入力用キースイッチ群(17a)として、また第２の文字入力用キースイッチ群(17b)を、下方
の文字入力用キースイッチ群(17b)として、それぞれ組をなす位置関係で分けて説明する
。
【０１９４】
　これにより、キースイッチ手段(15A)は、中央に補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)を配設し
、それの周囲に、上方と下方それぞれに５個ずつに分けて、上方の文字入力キースイッチ
群(17a)と下方の文字入力キースイッチ群(17b)が、補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)をそれぞ
れ中心として、模式的に半円弧をなすように配設されている。
【０１９５】
　上方の文字入力キースイッチ群(17a)には、１列２行目のキースイッチ(16a)を先頭にし
て、時計回りに順次１番から５番までキースイッチ番号が付与されている。
【０１９６】
　同じく、下方の文字入力キースイッチ群(17b)には、１列３行目のキースイッチ(16b)を
先頭にして、反時計廻りに６番から０番（１０番目を示す）までキースイッチ番号が付与
されている。
【０１９７】
　このキースイッチ番号は、上下の文字入力キースイッチ群(17a)(17b)がともに、左から
右に昇順に並ぶ構造をなし、左から右方向に向けて文字を並べる母音「あ」行の文字の並
びに合わせてある。
【０１９８】
　その結果、上下の文字入力キースイッチ群(17a)(17b)それぞれに対応付けされた各母音
の文字は、上段の文字列、下段の文字列として、目視的にも、触覚による構造的にも分か
り易く、上下の文字入力キースイッチ群(17a)(17b)が各キースイッチ(16)に対応すること
になる。
【実施例４】
【０１９９】
　図７は、図５に示す上記キースイッチ手段(15A)の変形例を示すものである。
【０２００】
　図７に示すキースイッチ手段(15B)は、上方の文字入力キースイッチ群(17a)と下方の文
字入力キースイッチ群(17b)を、真円の円弧状に配列し、その円弧状のキースイッチ(17a)
(17b)の内側における左右中央の上下に補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)を、同じく上下中央
の左右に補助キースイッチ(Ｓ3)(Ｓ4)を、４方向操作指示キーと同様のキー配列をもって
配置し、かつその円弧の中心部には、もう１つ補助キースイッチ(Ｓ5)を配置してなる。
【０２０１】
　上下をなす補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)は、前記マトリクス配列のキースイッチ手段(1
5A)のものと同様に機能させ、左右および中央をなす補助キースイッチ(Ｓ3)(Ｓ4)(Ｓ5)は
、他の機能を割り付けて使用される。
【０２０２】
　例えば、後述するが、左側の補助キースイッチ(Ｓ3)にはバックスペースを、右側の補
助キースイッチ(Ｓ4)にはスペースを、中央補助キースイッチ(Ｓ5)には確定、又は変換等
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の機能を割り付けて使用する。
【０２０３】
　また、キースイッチ手段(15B)を、文字入力モード以外のモードで使用する場合には、
上下左右の四方に並ぶ補助キースイッチ(Ｓ1)～(Ｓ4)を４方向操作指示キーとして機能さ
せ、それの中央の補助キースイッチ(Ｓ5)は、確定、エンター、次へ進む等の機能スイッ
チとして機能させるように使用することができる。
【０２０４】
　勿論、文字入力以外のモードにおいて、上下の文字入力キースイッチ群(17a)(17b)は、
そのまま数字入力モードの入力キースイッチ群として利用できるし、また、単独の機能を
設定して、各種の機能スイッチとしても利用できる。このことは、図２に示すマトリクス
配列のキースイッチ手段(15A)においても同様である。
【実施例５】
【０２０５】
　図８は、図６，図７とは別なキースイッチ手段の実施態様を示すものである。
【０２０６】
　図８における（ａ）は、第１の文字入力用キースイッチ群(17a)と第２の文字入力キー
スイッチ群(17b)における各キースイッチ(16)を、それぞれ一列に並べて直列に配置する
とともに、補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)を、２個並びに配置して、両キースイッチ群(17a
)(17b)の間に直列に配置したキースイッチ手段(15C)の例を示す。これの具体的使用例は
後述する。
【実施例６】
【０２０７】
　図８における（ｂ）は、第１の文字入力用キースイッチ群(17a)と第２の文字入力キー
スイッチ群(17b)における各キースイッチ(16)を、それぞれ一列に並べて直列に配置する
とともに、その両キースイッチ群(17a)(17b)を上下に重ねて並列に配置し、かつ２個の補
助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)を、それぞれ両キースイッチ群(17a)(17b)の側端に直列配置し
たキースイッチ手段(15D)の例を示す。これの具体的使用例は後述する。
【０２０８】
　なお、（ａ）（ｂ）において、補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)を、第１または第２の文字
入力キースイッチ群(17a)(17b)から位置的に離れたところに、配置することもできる（図
示略）。
【実施例７】
【０２０９】
　図９は、図６に示す３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段(15A)を、多機
能ディジタル機器のコントローラ(21A)に適用した文字入力装置の実施態様の一例を示し
、図はコントローラ(21A)の正面斜視図で、以下それについて説明する。
【０２１０】
　コントローラ(12Ａ)は、多機能ディジタル機器がインターネットや双方向ＴＶに接続し
て、通信用の文字データの入力を要求されるもので、上下の長手方向のほぼ中央部に、図
６に示すキースイッチ手段(15A)と、その上方に液晶表示画面(22)を備えている。
【０２１１】
　コントローラ(21A)には、多機能ディジタル機器を制御する多数のスイッチ(Ｗ)が設け
られているが、本発明装置と係わりのないものについては説明を省略する。
【０２１２】
　液晶表示画面(22)は、多機能ディジタル機器を制御す場合にも使用されるが、以下の説
明においては、本発明の文字入力装置と係わる部分のみについて説明する。
【０２１３】
　液晶表示画面(22)には、選択された文字を表示する入力領域(23)と、現在のキートップ
選択機会において選択可能な要素に係る表示模様、例えば子音に係る行を示す文字、「か
さたなは」「まやらわぱ」、および選択可能な母音によって選択される目的文字や数字、
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記号などが表示されるアシスト表示領域(24)が、設けられている。
【０２１４】
　入力を目的とする仮名文字は、前述の如く、子音と母音、清音と濁音、直音と拗音、に
分けて推測したり連想したりして、明示的表示がなくとの入力することは可能であるが、
記号類や英字は、アシスト機能がないと、入力し難い。
【０２１５】
　本発明の文字入力においても、キースイッチの入力機会において、現在のキーには何が
割り当てられているかを、明示的に表示する方が入力し易い。
【０２１６】
　この、キー割り当ての明示的表示に際して、本発明においては、子音に係る入力におい
ても、５個ずつ、２組に分けて表示され、母音に係る入力は、当然５個ずつ２組に分けて
表示される。
【０２１７】
　この、５個ずつに分けて表示される文字列は、その文字列に対応するキー番号を、明示
的に表示しなくとも、その文字列の配列構造から容易に分かる。
【０２１８】
　例えば、「かきくけこ」の文字列を、アシスト表示領域(24)で見たとき、「か」は先頭
で１，「こ」は終端で５，「く」は中央で３，「き」は右中で２，「け」は左中で４と、
対応するキー番号が分る。
【０２１９】
　別の組に分けられた「まやらわぱ」も同様に、この組は６～０に対応することは予め既
知であるから、先頭を６、終端を０として、前記と同様に対応するキー番号が分る。
【０２２０】
　さらに、この表記が、図５に示してある、記号「（）＋－＝」と「？！＆＃＊」であっ
ても、５個ずつの文字列であれば、どの記号が、どこキー番号に対応するかは、容易に分
る。
【０２２１】
　このように、５の数を持つ並びは、目視的に、区分容易性と、可付番容易性の特徴を持
つている。
【０２２２】
　キースイッチ手段(21A)は、前述したように、３列４行のマトリクス配列をなすもので
あるが、図６で説明したように、中央に補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)を配置し、その周囲
は囲み線(18)で囲んである。
【０２２３】
　各キースイッチ(２)の周囲も囲み線(19)で囲まれ、１列と３列の中央には分離線(20)で
、上下を分離してある。
【０２２４】
　このように、上記アシスト表示領域(24)に表示された文字列と、その文字列に対応する
上方の文字入力用キースイッチ群(17a)と、下方の文字入力用のキースイッチ群(17b)は、
各囲み線(18)(19)(20)で明瞭に区分されているから、キートップにキー番号が付設してな
くとも、前記５の数の特徴により、キー番号とキーポジションが容易に分かる。
【０２２５】
　また、マトリクス構造においては、２、４、７、９、のキー番号は、四隅に位置し、３
、８のキー番号は、中央上下に位置し、１、５のキー番号は、上方の左右両端に位置し、
６、７のキー番号は、下方の左右両端に位置する特徴を持ち、キー操作の訓練や学習の効
果が、進み易くなっている。
【０２２６】
　一方、上方の補助キースイッチ(Ｓ1)の周囲を取り巻くように配置され、かつ時計回り
に昇順に、１～５のキー番号が付設された、上方のキースイッチ群((17a)は、直音の母音
の選択機会の全てにおいて、対応文字を変えることなく、単母音が割り当てられる。すな
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わち「あいうえお」である。
【０２２７】
　同様に、下方の補助キースイッチ(Ｓ2)の周囲を取り巻くように配置され、かつ反時計
廻りに昇順に、６～０のキー番号が付設された、下方のキースイッチ(17b)は、拗音の母
音選択機会の全てにおいて、対応文字を変えることなく、拗母音が割り当てられる。すな
わち、「ゃぃゅぇょ」である。
【０２２８】
　なお、実際には、子音の文字や母音、拗母音の文字が出力されるのではなく、それらの
要素（因子、またはパラメータ）をもって、仮名文字を特定するために文字マトリクスに
係わるものである。
【０２２９】
　このように、本発明の文字入力装置は、液晶表示画面(22)などに、アシスト表示領域(2
4)を設けることにより、文字入力の容易性を増す。
【実施例８】
【０２３０】
　図１０は、図６に示す３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段(15A)を、携
帯用ゲーム機(21B)に適用した実施例を示す。
【０２３１】
　携帯用ゲーム機(21B)は、既存のもので、本発明を適用するに際して、ハードウエア的
にはなんら新規な構造は追加していない。
【０２３２】
　図１０におけるキースイッチ手段(15B)は、ゲーム機(21B)の液晶表示画面(22)において
、図６と同様のキートップ模様(25)を表示するとともに、その液晶表示画面(22)の適所、
例えば上方部分には、選択された文字を表示する入力領域(23)を設けてある。
【０２３３】
　また、キートップ模様(25)には、その模様とオーバーラップさせて、現在の選択機会に
おいて選択可能な子音に係る行を示す文字、「かさたなは」「まやらわぱ」、および選択
可能な母音によって選択される目的文字や数字、記号などが表示されるアシスト表示領域
(24)が設けられている。
【０２３４】
　ゲーム機(21B)の液晶表示画面(22)には、ゲーム機(21B)の操作スイッチ(26)(27)のいず
れかで、液晶表示画面(22)内を移動しうるようにしたカーソルポインタ(28)が設けられ、
そのカーソルポインタ(28)は、各キースイッチ(16)に該当するキートップ模様(25)を指し
示し、入力を要するキートップ模様(25)のところで、入力を確定する、機能キー(29)のい
ずれかを操作して、自体のあるキースイッチに対して入力操作するのと同様の文字入力の
選択操作をする。
【実施例９】
【０２３５】
　図１１は、図６に示す３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段(15A)を、携
帯用電子辞典(21C)に適用した実施例を示す。
【０２３６】
　図１０における携帯用電子辞典(21C)は、蓋(30)の内面に設けられた辞典としてに検索
結果個表示する液晶表示画面(22)と、本体(31)の上面に設けられた文字入力用の液晶表示
画面(22A)を備えている。
【０２３７】
　従来における本体(31)の上面には、多数の小型のキースイッチが、パソコンのキーボー
ドと同様配列、または仮名文字の五十音順に、配列してあった。
【０２３８】
　図１０における文字入力の液晶表示画面(22A)の上面には、タッチパネル(32)を設けて
あり、入力用ペン(33)により、その入力用ペン(33)が指し示す液晶表示画面(22A)の座標
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値を、入力しうるようになっている。
【０２３９】
　文字入力用の液晶表示画面(22A)には、図６に示すキースイッチ手段(15A)のキートップ
模様(25)が表示さるとともに、その液晶表示画面(22A)には、選択された文字を表示する
入力領域(23)と、現在の選択機会において選択可能な子音に係る行を示す文字、「かさた
なは」「まやらわぱ」、および選択可能な母音によって選択される目的文字や数字、記号
などが表示されるアシスト表示領域(24)が、キートップ模様(25)と、オーバーラップして
設けられている。
【０２４０】
　入力領域(23)は、本体(31)の上面全体を文字入力用の液晶表示画面(22A)とした場合、
半分以上の広い入力画面となり、文章を入力したり、編集したりするワードプロセッサの
入力画面として使用しうる。
【０２４１】
　この、文字入力の液晶表示画面(22A)と、検索結果を表示する液晶表示画面(22)を連動
させ、本体(13)の機能を、辞典検索だけでなく辞書検索を兼ねるとともに、文書校正、編
集機能を持たせたアプリケーションを稼働しうるようにすると、携帯情報端末（ＰＤＡ）
と同等の携帯型のワープロとなる。
【０２４２】
　図１２は、図１０の携帯用ゲーム機(21B)の液晶表示画面(22)、および図１１の携帯用
電子辞典(21C)の文字入力用の液晶表示画面(22A)に示すキースイッチ(15A)の文字選択要
領を説明する、アシスト表示領域(24)の各種の表示状態を示すものである。
【０２４３】
　図１２は、図５に示す文字選択マトリクスによる各文字選択機会におけるアシスト表示
領域(24)の表示状況を示している。
【０２４４】
　（ａ）は、子音入力待ち状態のアシスト表示領域(24)の表示状態で、各キートップ模様
(25)上には、そのキー番号に応じた子音を持つ「あ」段の仮名文字「かさたなはまやらわ
ぱ」が、順次に表示されている。
　なお、図中、符号は（ａ）のみに付して、他は省略する。
【０２４５】
　補助キースイッチ(Ｓ1)には、母音文字「あ」行を選択するために、ダミーの子音入力
を行わせる表示「あ」を表示してある。
【０２４６】
　補助キースイッチ(Ｓ2)には、濁音の入力のためにシフトモードに移行させる「濁音」
を表示してある。
【０２４７】
　このノーマルモードで清音領域(２)をなす第１選択状態(4a)を、デフォルトの標準状態
として、１つの仮名文字の選択を終了すると、常に優先的にこのモードに戻る。
【０２４８】
　次に、「か」～「ぱ」のいずれか、もしく「あ」の母音文字のダミーが入力されると（
ｂ）の表示状態に移り、「濁音」が入力されるとシフトモードに移行して、（ｃ）の表示
状態に移る。
【０２４９】
　（ｂ）の表示状態においては、各キースイッチの各キートップ模様(25)には、上段に直
音の行を、下段に拗音の行を、それぞれ表示している。
　この表示状態においては、キートップ模様(25)のいずれかに、選択目標文字が必ず１個
含まれている。
【０２５０】
　本発明の主旨に沿えば、その選択目標文字が直音であれば、上段のキースイッチ群(17a
)によってそれの母音を選択し、拗音であれば、下段のキースイッチ群(17b)によって、そ
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れの拗母音を選択することにより、選択目標文字が選択されるようになっている。
【０２５１】
　しかし、各キートップ模様(25)のアシスト表示領域(24)に、直接選択目標文字が表示さ
れていれば、母音、拗母音、等の属性を考慮することなく、直接的に選択目標文字を目視
して、それの選択が容易に行われる。
【０２５２】
　次に、（ｃ）は、シフトモードにおいて、子音入力待ち状態のアシスト表示領域(24)で
、各キートップ上には、そのキートップに応じた子音を持つ「あ」段の濁音の仮名文字「
がざだば」が、また直音において子音に対応がある濁音の行を、直音とキー番号を同じく
して、順次に表示されている。
【０２５３】
　直音における「な」行には、濁音がないので、そのキー番号には、図５に示す如く「ふ
」行のダミーを指定してあり、拗音領域(７)において、「ふ」の拗音を選択できるように
してある。
【０２５４】
　補助キースイッチ(Ｓ1)には、母音文字「あ」行の小文字を選択するために、ダミーの
子音入力を行わせる表示「ぁ」を表示してある。
【０２５５】
　補助キースイッチ(Ｓ2)には、ノーマルモードの第１選択状態(４)に戻るための「戻る
」を表示してある。
【０２５６】
　（ｃ）におけるキー番号６～０の各キースイッチには、図５に示す数字、記号、英字に
おける表記記号が表示されている。
【０２５７】
　（ｄ）の表示状態においては、（ｂ）と同じく、各キースイッチの各キートップ模様(2
5)には、上段に直音の濁音の行を、また下段に濁音の拗音の行を、それぞれ表示している
。
【０２５８】
　この（ａ）の表示状態においては、キートップ模様(25)のいずれかに、選択目標文字が
必ず１個含まれているので、この段階においては、選択目標文字が表示されたキースイッ
チを選択すればよい。
【０２５９】
　上記（ｃ）において、下段の「数」「記」「AJ」「KT」「UZ」を選択した場合には、（
ｄ）のアシスト表示領域(24)には、図５に示すように、各キースイッチに対応させて、数
字、記号、英字を表示させる。
【０２６０】
　この、記号、英字の部分は、通常アシスト表示領域(24)がなければ、記憶に頼るしかな
いので、選択が非常に困難である。
【０２６１】
　上述の如く、本発明においては、画像表示画面に、前記キースイッチ手段(15A)(15B)(1
5C)を表示させて、ポインティング手段によりキーを選択するようにすると、アシスト表
示領域(24)を有効に利用して、入力操作を容易にすることができる。
【実施例１０】
【０２６２】
　図１３は、図７に示すキースイッチ手段(15B)を、携帯電話(21D)に適用した例を示す。
【０２６３】
　携帯電話(21D)においては、キースイッチ手段(15B)における円型をなす上方の文字入力
用のキースイッチ群(17a)と、下方の文字入力用のキースイッチ群(17b)を、ダイヤル番号
入力用のキースイッチ群として使用し、中央で４方に並ぶ補助キースイッチ(Ｓ1)(Ｓ2)(
Ｓ3)(Ｓ4)を、４方向指示キースイッチとして、メニューの選択や、カーソル移動に使用
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し、中央の補助キースイッチ(Ｓ5)を、決定や、確定、エンター等の機能キーとして使用
する。
【０２６４】
　文字入力は、図２、図５の文字選択マトリクスのいずれかに応じて行う。
【０２６５】
　図１４は、図７に示すキースイッチ手段(15B)を、携帯情報端末（ＰＤＡ）(21E)に適用
した例を示す。
【０２６６】
　従来の携帯情報端末（ＰＤＡ）においては、通常のアプリケーションを、少ないキー数
によって操作することを目的にするため、スイッチ操作面には、操作キー数を最小限にし
てある。
【０２６７】
　そのため、文字入力するには、タッチパネルと入力ペンを利用した、特殊な手書き入力
、および仮名タブレット模様や英字タブレット模様を使用している。
【０２６８】
　それにも係わらず、標準キーボードと同等のキー数を備えた極小型のキーボードを、外
付けしたり、内部に内蔵させて使用時引き出すなどして利用している。
【０２６９】
　図１４に示す携帯情報端末(21E)は、図７に示すキースイッチ手段(15B)を設けて、少な
いキーの数により、文字入力を行うとともに、アプリケーションのキー操作も、そのキー
スイッチ手段(15B)で行うことができる。
【０２７０】
　上記携帯電話(21D)、および携帯情報端末(21E)は、共に液晶表示画面(22)を備え、その
液晶表示画面(22)には、入力領域(23)とアシスト領域(24)が設けられている。
【０２７１】
　図１５は、図７に示すキースイッチ手段(15B)を、コンピュータ用入力端末(21F)に適用
した例を示すものである。
【０２７２】
　コンピュータ用入力端末(21F)は、フルキーボードと互換性を保ち、かつ多機能の入力
用端末としても利用できる。
【０２７３】
　コンピュータ用入力端末(21F)は、下端部(34)を片手で把持しうる太さで横断面６角形
をなした柱状体でなり、周回り６面をなす各平面における正面平面部(35)には、上方に液
晶表示画面(22)、下方に複数キースイッチからなるのキースイッチ群(36)、その中央に図
７に示すキースイッチ手段(15B)を備えている。
【０２７４】
　正面以外の他の５個の側面部(37)にも、それぞれの側面に１個または複数のキースイッ
チ(38)が設けられ、それらのキースイッチ(38)には、フルキーボードにおける文字入力用
キー以外の機能キーが適当に割り付けられている。
【０２７５】
　さらに、正面以外の５個の各側面部(37)において上方に設けた各キースイッチ(38a)に
は、モード切替機能が割り付けられて、正面のキースイッチ群(36)のキー割付を変更でき
るようになっている。
【０２７６】
　モード切替機能は、例えば、キースイッチ手段(15B)を文字入力モードにしたり、その
文字入力モードの入力言語を、英語と日本語を切り換えたりする。
【０２７７】
　また、モード切り替え機能は、正面下方の複数のキースイッチ群(36)を、キーボードに
おけるファンクションキーに対応させたり、アプリケーションソフトに応じたショートカ
ットキーに対応させたりすることもできる。
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【０２７８】
　このコンピュータ用入力端末(21F)は、通常左手で操作し、右手ではマウス等のポイン
ティングデバイスを操作する。
【０２７９】
　液晶表示画面(22)には、文字入力用のキースイッチ手段(15B)が入力した文字を表示す
る入力領域(23)と、選択可能文字等の選択をアシストするアシスト表示領域(24)を備え、
入力領域(23)に表示した文字は、コンピュータに送る前に表示しておく領域にもなってい
る。
【０２８０】
　また、液晶表示画面(22)は、各モードにおいて、正面下方のキースイッチ群(36)に割り
当てられた機能を表示することもできる。
【０２８１】
　このように、本発明によれば、文字入力を少ないキーの数で行えることから、フルキー
ボードと互換性のあるコンパクトで片手操作の容易なコンピュータ用入力端末(21F)を提
供できる。
【０２８２】
　上記キースイッチ手段(15B)の文字入力操作手順は、図１２に示すものと同様なので、
それの詳細な説明は省略する。
【実施例１１】
【０２８３】
　図１６は、図８の（ａ）に示すキースイッチ手段(15C)を、デジタルテレビ(21G)に適用
した例を示す。
【０２８４】
　デジタルテレビ(21G)の画像表示画面(39)の最下段には、入力領域(23)と、キースイッ
チ(15C)のキートップ模様(25)を表示するスイッチ領域(40)が設けられている。
【０２８５】
　スイッチ領域(40)には、左右に移動するカーソルポインタ(28)が表示され、キートップ
模様(25)の各キートップを指し示すことができるようになっている。
【０２８６】
　図１７は、図１６と同様に、図８の（ａ）に示すキースイッチ手段(15C)を、図１１同
様の電子辞典(21H)に適用した例を示す。
【０２８７】
　図１７に示す電子辞典(21H)は、図１１に示す電子辞典(21C)同様のものであるが、検索
結果を表示する液晶表示画面(22)には、選択した文字を表示する入力領域(23)と、キース
イッチ手段(15C)のキートップ模様(25)を表示し、そのキートップ模様(25)にオーバーラ
ップさせて、現在の選択機会において選択可能な子音に係る行を示すアシスト表示領域(2
4)が、一緒に設けられている。
【０２８８】
　液晶表示画面(22)の前面には、タッチパネル(32)が設けられ、入力用ペン(33)により、
キートップ模様(25)を指し示すことにより、キースイッチとして働くようになっている。
【０２８９】
　さらに、図１８も、図１６、図１７と同様に、図８の（ａ）に示すキースイッチ手段(1
5C)を、図１４と同様の携帯情報端末(2II)に適用した例を示す。
【０２９０】
　図１８に示す携帯情報端末(21I)は、液晶表示画面(22)の最下段に、キースイッチ手段(
15C)のキートップ模様(25)を表示し、そのキートップ模様(25)にオーバーラップさせて、
現在の選択機会において選択可能な子音に係る行を示すアシスト表示領域(24)が、一緒に
設けられ、それの少し上方に、入力領域(23)が設けられている。
【０２９１】
　この携帯情報端末(21I)の場合、入力領域(23)を、アプリケーションが要求する入力位
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置に直接入力する仕様とすると、仮名文字入力に要する表示面積が、最下段１行で済み、
アプリケーションが使用する表示面積を圧迫しない。
【０２９２】
　図１９は、上記３つの電子機器、すなわち、デジタルテレビ(21G)、電子辞典(21H)、携
帯情報端末(2II)に適用されたキースイッチ手段(15C)による、仮名文字入力の入力要領を
説明する、キートップ模様(25)とアシスト領域(24)の表示状態を示すものである。
　なお、符号は、（ａ）のみに付して、他は省略する。
【０２９３】
　図１９における（ａ）は、図１２の（ａ）と同様の図である。
【０２９４】
　図１９における（ｂ）は、図１２の（ｂ）と、同じく図１９の（ｃ）は、図１２の（ｃ
）と同様の図である。
【０２９５】
　図１９のキースイッチ手段(15C)は、図８の（ａ）で説明した如く、３列４行のマトリ
クス構造をなすキースイッチ手段(15A)を、上方の文字入力用キースイッチ群(17a)と、下
方の文字入力キースイッチ群(17b)を横一列に並べて、その間に、２個の補助キースイッ
チ(Ｓ1)(Ｓ2)を並べたものであるから、図１２の各キートップをそのように並べると、図
１２の各（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、図１９の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）にそれぞれ対応し
、それの詳細な説明は省略する。
【０２９６】
　図１９における（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）は、（ｃ）の状態において、「数」、「記」、
「AJ」をそれぞれ選択した時の第２選択状態(12)における母音入力待ちの状態を示してい
る。
【０２９７】
　第２選択状態(12)において、仮名文字を選択したときは、通常デフォルトに設定されて
いるノーマルモードの第１選択状態(4a)に戻るように制御される。
【０２９８】
　図５に示す文字選択マトリクスにおいては、清音は２ストローク、濁音はシフト操作が
加わって３ストロークで操作される。
【０２９９】
　これは、仮名文字の選択が、子音と母音において、それぞれ１回ずつの選択機会を生じ
ているからで、常に１つの仮名文字が選択されると、次の仮名文字の選択準備に入り、制
御はデフォルトのノーマルモードの第１選択状態(4a)に戻すように働いている。
【０３００】
　　図１９における（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）を見ると分かるように、数字、記号、英字は
、同じ種類の文字が引き続いて入力要求されることが多く、この場合、１文字選択後に、
前記デフォルト状態に戻すと、余分なストロークが増して、入力効率を低下させる。
【０３０１】
　そこで、数字、記号、英字、を選択する（ｄ）（ｅ）（ｆ）の状態で、文字入力した後
は、その状態を維持したまま、その状態で選択機会を与えられている各キャラクタを、シ
ングルストロークによる入力をさせるようにする。
【０３０２】
　このようにすれば、例えば、通常の仮名文字と同じに５桁の数字を入力すると、１５ス
トロークを要するところ、シングルストロークの入力であれば、最初の１文字は３ストロ
ークであるから７ストロークで済む。
【０３０３】
　この際、補助キースイッチ(Ｓ1)は、手順を１つ前の（ｃ）に戻すようにして、英字の
組の選択を容易にするとともに、補助キースイッチ(Ｓ2)は、デフォルトの（ａ）の状態
に戻すようにする。
【０３０４】
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　このように、液晶表示画面(22)とアシスト表示領域(24)を使用し、キースイッチ手段(1
5C)のように、キートップを横一列に並べて構成すると、選択するキートップの数が５個
ずつ２組になっているので、各組毎に視認性が高く、選択目的のキーを探すようなことは
生じない。
【０３０５】
　また、適用される電子機器に、特に携帯用の小型の液晶画面を持つ機器においては、文
字入力に専有される面積が小さいので、アプリケーションが使用する表示画面を圧迫しな
い。
【図面の簡単な説明】
【０３０６】
【図１】本発明の一実施要領を示す、仮名文字の選択入力要領の概念図である。
【図２】図１の概念図をより具体的に示した文字選択マトリクスである。
【図３】本発明とは異なる文字の選択入力要領の概念図である。
【図４】図３の概念図をより具体的に示した文字選択マトリクスである。
【図５】図２の変形例を示す文字選択マトリクスである。
【図６】図５の文字選択マトリクスに適用されるのキースイッチ手段の正面図である。
【図７】図５の変形例を示すキースイッチ手段の正面図である。
【図８】（ａ）（ｂ）は、図６、図７のキースイッチ手段の変形例を示すキースイッチ手
段正面図である。
【図９】３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段を適用した、多機能ディジタ
ル機器のコントローラの正面斜視図である。
【図１０】図６に示す３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段を適用した、携
帯用ゲーム機の正面図である。
【図１１】図６に示す３列４行のマトリクス構造をなすキースイッチ手段を適用した携帯
用電子辞典の斜視図である。
【図１２】携帯用ゲーム機、および携帯用電子辞典の、文字入力用の液晶表示画面に表示
されるキースイッチ手段におけるキートップ模様と、それと重なるアシスト表示領域の各
種の表示状態を示す、キースイッチ手段の正面図である。
【図１３】図７に示すキースイッチ手段を適用した携帯電話の正面斜視図である。
【図１４】図７に示すキースイッチ手段を適用した、携帯情報端末（ＰＤＡ）の正面図で
ある。
【図１５】図７に示すキースイッチ手段を適用した、コンピュータ用入力端末の正面斜視
図である。
【図１６】図８の（ａ）に示すキースイッチ手段を適用した、デジタルテレビの正面図で
ある。
【図１７】図８の（ａ）に示すキースイッチ手段を適用した、電子辞典の斜視図である。
【図１８】図８の（ａ）に示すキースイッチ手段を適用した、携帯情報端末の正面図であ
る。
【図１９】図１６、図１７，図１８に示すデジタルテレビ、電子辞典、携帯情報端末に適
用されたキースイッチ手段による、キートップ模様とアシスト領域の各選択状態に応じた
表示状態を示す、キースイッチ手段の正面図である。
【符号の説明】
【０３０７】
　(１)仮名文字領域
　(２)清音領域
　(３)濁音領域
　(４)第１子音選択キー群
　(4a)第１選択状態
　(５)第２子音選択キー群
　(5a)第１選択状態
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　(６)直音領域
　(７)拗音領域
　(８)第１母音選択キー群
　(９)第２母音選択キー群
　(10)単母音
　(11)拗母音
　(12)第２選択状態
　(13)第１選択グループ
　(14)第２選択グループ
　(15A)(15B)(15C)(15D)キースイッチ手段
　(16)(16a)(16b)キースイッチ
　(17)文字入力用キースイッチ群
　(17a)上方の文字入力用キースイッチ群（第１の文字入力用キースイッチ群）
　(17b)下方の文字入力用キースイッチ群（第２の文字入力用キースイッチ群）
　(18)(19)囲み線
　(20)分離線
　(21Ａ)コントローラ
　(21B)携帯用ゲーム機
　(21C)携帯用電子辞典
　(21C)携帯用電子辞典
　(21D)携帯電話
　(21E)携帯情報端末
　(21F)コンピュータ用入力端末
　(22)液晶表示画面
　(23)入力領域
　(24)アシスト表示領域
　(25)キートップ模様
　(26)(27)操作スイッチ
　(28)カーソルポインタ
　(29)機能キー
　(30)蓋
　(31)本体
　(32)タッチパネル
　(33)入力用ペン
　(34)下端部
　(35)正面平面部
　(36)キースイッチ群
　(37)側面部
　(38)キースイッチ
　(38a)キースイッチ
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【図１９】
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